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　激弑洽瀦気ぱ差々,り凋浚カ四忙溥ふ瀕で薦

力的に速めジ瓦て､ヽる｡将に,|､カマクアラ
l　　　　　　　　　･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

スrヌは漱駄洽が心プラズマ｡戸ラメータ)1遣

ち迩､ヽ誼曇乞占めている,孫友レごブ乱きぞに
･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･　　　　　　　　　　　　　　　　l

得5此た奥丿験貧果17差ザいて莫萱･火型祀ダ

計痢さ此ていj　｡このか

考雇･夭畳｡寅瀞データ

にしカ`も購泉ぶ《処鏡万るとごも}て/デこ久

に含ド赴jノ晴裡乞最叉既に引で哨し泉者殷計

に十者反峡していくこ乙が攻前にわずして軋

要とがって芒た　●バ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

　本舗文1才トかマクフツズマ17厠迪した刈丈｡

デーくタ,p侭球,辞兼岸塊具膳向題｡解前抄礼

び`識湯殷計へ･

3かのて゛`ある　｡

非蔵形ゑ遂兆哉の兇可に湖プ.

　ここて川ヽカマフ巣復｡ル進の爽苓とそ此に

ぷ,て得5れるデラズ`マにフいて席単に忿べ゛
て寿く｡トカマフ襄晋)ま,トーラス方向に無扉岸

ざ寿左74ト.ロレイダノレ扉頑コjノレ,

のトーづス吉飢に犬君虎仁旭怒万j

プラス`゛マ

だめの途
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尭惑一次コj･レ√お`寸がアプス(才ダ忿ノ羊衡涙恕｡

に蔀将万ぅ/ごめの舎直屈場コノいレふi長半さ｣
此てQう｡フ゛ラズマが女流落｡二決回鎔乞形1

訟していう･ア一ラズ/マの玄万づマラメータ七ぶる,

アラズマ申心てヽ`の宕子感渡,jオン塙渡Rぞ

が宕手岱浚)守そ瓦ぞ北,お2　kex/　,妁認辰y

斜fザ助タメノ汐当知夕どいラ瘤にfて゛遣していy

.者た･土ネルギー肉じえや荷淘1才妁卯仙紬≒

ごい訃ヮてぐろ.琉在,トカマフデラズマは希

して‥不漸菊の桶単薦象,プラス゛マ党光の埠

所葱がだ烏こ才デ.ィスラデヲ七ブ萍晋支壮,,

アラズ゛マの述が暴･アヲス゛マ誼豊のフノ|-ト

バ匹ク倒郷ヰがy吏薯か彦哭諦遡tか,て入ヽう,

　玖下に才謳久の巌誉にツいて述べj｡才鱗

丈七6岸がj誘或ご託ていぷ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,
1　　　　　　　“

∧単f阜にかいてzトカマクデラズ`マ濯f臭゛フ,

現戻とザ心プラズマに至る遠双でのま考か同,

顛炎にフいて迷火た｡汝によ刈庚,r)急義ど政

にフいべ べ に.本嶺文ら全 朗肩

/
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にすJため,素庫べ親くぷ草17フいて筒草に

沼奇レたづ｡

第♀阜で14　,参3岸水下の議縞ぎ同溥lc

めろ尺め非兼参長逡犯哉)火測葱で･

力ヽの東香か而顛灸につ､,ヽて妥助し斥｡

い･〈7〉

yなわ

ぢ,最逡兆･犬浚tレでの回的明数･衆尭,

視助ダ弁s滴ずる湧辿の一衆的か叉L痕オ或t

しズの夕し//ヽ4T吠診ぞず無僣最諮畠}和磨と非

翁皐遥逝兆同遅の2別にっいプ汲べヽ反｡昔た

,非雇形景活化倚履k万ヽけぷJ久｡朗遡炎｡ず

冷わぢ煮逍イ6同題のが祷攻にフりて差べた｡

架湛4この刺題rフいてけ,功原的オ察で芦

スラれj可牡か範唐レで゛肘測績尤ィ直もいくつダ

女えて司-･9解に奴東万jこ乙も肩り軋ずるy

とに4づ回避で芒た｡次に,剥廻データの俗

孤に含､ヽて殷足し尺赫或的モザうレ乞劈被ヅ1ケ
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　{

j素如パづメータめ数を吏乙るご'どにぷリタ　,

その吝々｡遇冶いこクいて頒逓塀が裾ジ趾ぷgy　.
●

2λ匹,蚤逢解,フラタ

月ドfう四タ剌支娩悸y

ど此を;呉･解tと
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軋付ロ犬
AIC　f事入ずろlとぞ堤泉し艮｡三晨順ツ1.ゑ

逡あ詐耳lい吏研したこ逓頬｡数毯計算アルゴ

ソス白涙ヱついて迷べ殺こ一つ･ず日的湖数の織

舟二乞旋可了る｡い心冲4損斜双に漓了必6　,p

ダ･希剔

l炉ノら･Z‰-ル叫丿肖く妖乞回的順数･ヘシアン

哲列の正克僅壮に屁じ゛ズ座ヤカけろ計庫砥で

汲る.い奇一つは,s旬哨義の徴旁漢隼分ヽ蒼
ずか直接濯常識に馮亨ろシンアレヅクスまで,

署ろ｡こ訊fのオ汰の凍求おりびそり喇炎ト

欠庚よフいごて迷べた｡　　　　,‥y
'　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t芦//゛'‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･

上參a車,羊4阜E□坤溥芦糾て絢細最逝仏

識の巷冰絢な乙避衆｡応月剖ず斤わタ,病皐

デ≒夕の侭捜,非兼乖徳岸伍刺遭･察前抄礼

グ諮這設計示フいて評しく迷べ`た●　　　　　　　　　　　　　　　　　.
　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

　者ず黄a車では,}ヽカマクアラズ`マの剥泉

ヂータ乞非緯形煮査仏哉によリ刄犀.･解苛玉

jことにぷト爽好乱

し尺｡兼盾がJFアーzトカマク(詰俣勺1て｡
おうヽて哺y斥戈良突光イyダフタyス｡剃史で努
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5赴斥データ乞剖17とって絆し《淀ヤた,几

の測児斌･こぶリトカヌフデラズマのあ濃順哀

の薦液を荷徴lヅIDろ消勁プラズマヰ憬恰ぶが

アラズマ孝愛半奇今とぐうトカマフフ゜ラズヤ
　　　　　　Q　　　　　　　　　　　　V　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f　　　　　　　　　　ゝ

の茎許幻カヽ屑≒曜が将ら札必｡ご5べ愛波宗渡

々々の萌綬妁ゐヽ刹文マギ炎句の劾釆も合めた

乗需今ん異釧糸数.を軋ヤド諸定いハた

声凌万ヽ急率乞む湖していぶ｡fず,フリス`う

の交丸インダクタン入･剥定頂にういて頒ヰ

に迷べ喪｡っ､,ヽて゛｡そ赴によ｡て溥5礼ろ成

衆扱動ず参の分有四りS吟頒ふ2兼斌も迪用
メ,非昶乖系逝七汲)フドリ貯詳ペズ瀕渡付《

璋形ノ々ラメーペタが'戻定で芒ぷことど斥し殺,

このぶう)てしてダめた工Fアー2グラズ`マ･

支凌/fyダフタン,ス〕フ周芦歌旅券ノ吐乞宋め反

　･李艮,厠肺ソさターの‘トカマフデラス``マ}こ

対万否影饗ぎ鯛べjlごいD班しだダイす

々々ワリ抑ダーざ/使用し斥裳准尚いすうアラ

ズ

}1

゛痢劾半嘆の昨明的メ株倚　も劈,そ北ダ
〃●

岬 吸
喝W とl 乙 に｡拡｡カ白るミト乞朔冴カヽ
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にし斥｡次に,4ヽきさで正洩忿データ解希が`

洽んど早可尨であった上拓･炎兇インダクタ

yス･用攻数扱唇底jヽ弓,非棟刄ゑ迷記双に

寺りフ゜ラズマ挙電苧冴亭ぞ茸浚4･く浹尤でで

るこ乙乞示した｡四瀕類,.事覚率奇希｡場吾

に貯了る吏兇ノfングフタyスざ瀕寂ダータと,

しズ測ら

布弐の肩効准ぎ萌5カヽ乙した｡,む適洽｡測

丈デ¬タに対し殼尤した専t宰旁海｡そデ勺レ

戸良づ･評循現律どし1績叔量功璋:Alc

湊孚入し｡かlc遺示七とバヽう判丈沃にさリ

景週解g遜が血すごいが`て゛`々た｡この手汰ヰ

4 nノ

よ

,JFT-

く炭児て``ざ

2フ゜ラズマの導霊苧分乖ぎ勅

瓦,考た,交迫需碑嫡け対しフ゜
プズマ引わ□F窓率1而ずろ謀､貧フい.ズ援舞
ワ　の て≒上児解首と,或背し

の叉火インダフタyヌにぶ

も詳淑け議舗し尺｡トカマつ

タの久脊方吋よ妬データと

ぞ塘｡ご いがざヤ フ

マ摩窓半･浪武斧

えj影零17　7､ヽて

プラズヌ･廟定デー

同庶,遥当刄潰分

忿
W
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このぷう斥データ匙耀lこ勿ま

し良,いわタ乱逆順姉の幇哉とハ`(,非嫌侈長

迷私弐分放右斥辱段t斥づうjこ乙ぞ湊年｡

蔑萱に√ぐ＼7＼れ＼ド剖乞あヴて桔塙tた｡

竿ヰ拳では,トカマヅフ゜ラス``マハ9イオン感

湊の支窄成胞解折と;剖に恥ヂて▽,非癈珍施界

磋伺題の非翁形ゑ/査化沃にぞう児嫂方汰にっ

いで淀べ鳶｡者ず,弟z車てヽ゛述そ艮タツすミ

ックドyターぢ凌瑶した爽漑にaけぷイ片ソ

遥渡の度右にらいて/し払4クバ涙の兌剖淡則jこ

jブ`ヽバて頂効アラズ`マ摩晋･賠向変七と砺導

ブlナて解涙芭試砂,イ才y浪渡が滞萌約に衆

イ乙了丿娼右j(針しマも翁万其輔延輝綸｡貧禰

声で孝く就湖て`'でj'ことをボした･μりデ乙

夕の解釈不跨し,パズこ/遣渡の定常オ済宕希
　　　　　　　　　`゛f　　　.　ヾ゛･゛゛々か〃心-Jミ4･･　･･　.゛~''゛φ●゛･S¥ル曜4

めj起凄リ･蓼り,萌弁礁邨彩勁映殼ゼ〉屑欧多ト

亥蔵ぞざジに一毎七し鳶浚々ワぞ舛津汰によ,

ツ受分厠蒼J゛変或り非雇崇景適七弐l゛ぷリ泉

辛よく解が将ジ此た｡この翁灸/|冶4ク心ん｡地.
刻次則レ瓦社倦套は,敢流庫肩膏参にけ舛糾_
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どぶ弓ダ,t吝市渡旁弄でぽly苛奪うことが゛

明らカヽ乙苛り,よ記爽庶データの聊漱玉肩劾

刄盾瑕ども降らした.逗役に｡トカマクフ゜ラ
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

ズマのM列p平衡い,ヽレだごらに超遜冴非翁

形斑芳佳同題回秤沃にもよ､記･与或が非単ハこ

為効てヽヽ笏jこと｡を萍娩し鳶｡

　詐翁参ゑ遁記斌･庇馮,i抄けるもうヽ,･

庫庸か対象宋最逓綬計で順ろ,その全委が泉

月剖ししバ羊yj章い含･トカマフ庚萱に好|ケ

j剃街識場コ･いレぉリヤ才威琳一次コイル今

釆遁設針t晋珍レ･非翁形易走七汰が゛非学)y

為劾で恥ろこ`ど,老呆し斥｡トカマクアラズ'マ

芦がいTて･才剃旬諮場コノ|ル,受建劣一次コ乍

九/尊｡タト奸雇場コ･いレ｡亮左ヂう扉場｡漱さ

ダ17でなくそのタ向方希冷/づ月p平衡,受之｡

海

ア

に

コ

お3==が柏進砥象に犬き刄影饗も荷｡ズいう

或,て,剃街謐場コイル･亮友万づ謀場がl

ラズ`

荼･む

ル

マ

ト
q
　
　
に

jフ乎奇に

く適洽1

必膚か肩遜政友亥ぶび方冷

ろ1うに　,旁

対してづ礼そ託がデラス``

た変皮茸一次

マ鏡威に岳左
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条迪設計

/∩レ芯変

色暫寿ヽ･
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もふさ舛H:う紀ずμ｡jいづ蚤府で
　　　　　　　　゛¥゛なL`･6-　　"`　‰9,　4-　ヽl

た｡征来の放絆汰て勺才,コ

子ぬ抱文し署コノfJレ億皮眉t炭史

ものであ,たが≒浩コノ4ルタ電液

イ抄嫁忿吋sだしv芹幼溥iが左･じ`弓こ乙がカい｡

この欠亮)4･,コノレん放萱t来知パラメータと

して徽逝柘も哲茄うことで嘱厦てヽヽ芒うことぎ

劇乞釆して朗5→ヽにし瓦｡S　L/　/･IT哉.‘応珂

も肴なヽク銀好か鳶課が部5れた｡ごの辞瀦參

希逍畠斌玉孝うオ斌埓よ認の諮塙コノいレp紋

計の冷かヽ.5ずトーラス差復忿計にSヽけJ滋マ

･評豺｡ゑ遺設計に対して'=か拙力なか段ド斥

坤了白ら乞∧走ヤ衣参じ､丁･-　　　　　　　　““､‘,　'‘　　　　　.｡゛　　″4　...ゝ　｡‰･.y¨t',

ネ鵠文ゐ頒黄シ1にオ肩竟ズ

1こフいて孝七め

庇月の弓肱梗乙

た｡冷普｡

向慧葵にう

刈ジカヽとu匹

非肩形是遂起まの

いて凄荊し斤｡


